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社会福祉法人 宮川福祉会 こじかこども園     R８.４改正 

教育・保育内容のしおり 
                                                              

                                                                                  

1．教育目標：『自律性』   

 “最近の子どもは、自分から進んで何かをしようとしない”また、“イライラしてす

ぐあきてしまう”という声をよく耳にします。実際、子どもたちを見ていても、あち

こちウロウロしているけれど集中して遊べない子や、「○○しなさい」という大人から

の指示を待っている子、何か失敗してしまったり困ったりするとすぐ大人に頼ろうと

する子どもたちの姿が見られます。一体、なぜそうなったのでしょうか？ 

 「早く服を着なさい！早くごはんを食べなさい！早く片付けなさい！！」と、私た

ち大人は毎日、子どもたちが自分の意思で行動したり、自分で考えるゆとりを与えな

いほどに“ああしなさい、こうしなさい”とつい先に先に口を出していないでしょう

か？ また、自分でしなさいと言いながら、一方では子どもたちが困らないように準備

万端整えてやっている････そんなこともあるのではないでしょうか？ 

子どもたちが意思を持ち、より“自律的”になるには 

    どうすればよいのでしょう？ 

私たちはこう考えています。私たち大人はできるだけ子どもに手だし口だしを控え

見守らなくてはなりません。毎日の生活や遊びの中で、大人から見てどんなに未熟な

やり方であっても、まず子どもが自分自身の考えでやってみるという経験の積み重ね

が必要です。失敗したり、うまくいかなくて困ったり、そういう場面こそ子どもたち

が自分の意思や自分で判断したり考えたりする力を伸ばしていけるすばらしい機会な

のです。 

 教えることは簡単です。逆に、待つことはある程度の時間がかかります。教えたり

手伝ったりする前に、見守る大人の忍耐強い愛情も必要です。しかし、長い目でみれ

ば、それこそが、まさに子どもたちが自律していくための近道なのです。 

そうした教育環境、家庭環境の中で、子どもたちは次第に“やってみたい”“自分の

考えを試してみたい”と能動的になり、いろいろな遊びに興味や関心を持ち始め、持

続し集中して遊べるようになってきます。そして、何かをやり遂げた後の感動と自信

が、真の意欲や積極性を生み出してくるのです。 

 私たちは、まず子どもたちが情緒を安定させて園で生活していけるように人的環境

や物理的環境を整え、何よりも子どもたちを愛し、子どもたちとの信頼関係を築くよ

うにします。そして、子ども一人ひとりの発達を見極め、子どもたちの発達にふさわ

しい豊かな遊びを投げかけながら、一人ひとりの子どもたちがお互いに育ちあってい

けるような教育・保育をしていきたいと考えています。 
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2．教育・保育の目標 

（１）理想とする子ども像 

 ・明るく たくましく 礼儀正しい子ども 

 ・よく見 よく聞き よく考え 創造力のある子ども 

 ・自分の思ったことが素直に表現できる子ども 

 ・友だちと積極的に遊びへ取り組める子ども 

 

（２）教育・保育方針 

 １  基本的生活習慣の徹底をはかり、一人ひとりの発達を捉え、その発達にふさわしい

子ども中心の教育・保育を行う 

 ２  子ども一人ひとりの将来を展望し、たくましく生きぬく人間性を育てるとともに、

自律した子どもの育成に努める 

 ３ 家庭的な明るい雰囲気の中での教育・保育に努めるとともに、職員は研修に積極的

に参加し、理論的かつ実践的な知識を深める 

  ４  保護者との連携をとり、個々の子どもの教育・保育に関しての共通理解を図り、教

育・保育に生かす 

 

（３）具体的な教育・保育目標 

子どもの「自律性」を育てる 

「自律」とは、 

生活習慣の自立･･･ 自分のことは自分でできる 

知 的 自 律･･････いろいろなことに好奇心を持ち、自分で考えたり工夫したり

することができる 

情緒的自律･･････情緒が安定し、生き生きと活動し、自分の意思や欲求をコン

トロールできる 

社会的自律･･････友だちと遊ぶことができるようになるとともに、他の人の気

持ちを考えながら行動できる 

運動的自律･･････身体を動かすことを楽しみ、戸外でのびのびと遊ぶことがで

きる 

道徳的自律･･････自分自身で善悪の判断ができ、それに基づいて行動できる 

 

 

「自律的な子ども」 「他律的な子ども」 

 ・自分で考えて判断し行動する 

  ・意欲や興味関心があり、生き生きと 

している 

 ・何でも他人の指示に従う 

・消極的で他人の指示、判断がないと   

不安 
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3．園生活のプログラム 

（１）一日の流れ                  ＊ 時間は年齢により若干異なります 

時 

間 

7:00 

～7:30 

7：30 

～8:50 

10:00～ 

  

11:00～ 1:00 

  ～ 

3：00 

 ～ 

４：００ 

～６：００ 

6:00 

～6:30 

活

動 

早朝 

保育 

登園 

自由遊び 

おやつ 

中心となる遊び 

発達や季節に基づく遊び  

昼食 

着替え 

お昼寝 おやつ 

 

降園 

自由遊び 

 

延長保育 

*延長保育

料必要 

☆自由遊びについて☆ 

  保育教諭が、子どもの発達や興味・関心・季節などを考慮して、数種類の遊びのコー

ナを作っておき、子ども自身が自分の遊びたい場所で異年齢児とかかわりながら遊ぶ時

間帯です。ここでは、保育教諭は遊びの仲間として子どもの遊びに加わり、主に子ども

一人ひとりの心身の状態や、遊びを通しての発達を観察しながら、個別の指導をします。

子どもが自己決定する力や知的関心を追求する力、思いやりや責任感を育てます。 

☆中心となる遊びについて☆ 

  乳幼児の思考はまだまだ未分化ですので、知識を抽出した教科的な指導をすることは

子どもの認知発達には合っていません。そのため、私たちは子どもの発達にふさわしい

遊びを経験させることによって知的（数や文字、科学的知識など）にも情緒的にも社会

的にも道徳的にも身体的にも豊かな育ちを促していきます。保育教諭がたくさんある遊

び（研究で遊びを分析し、その遊びの教育的意義や発達、手だて等を明らかにしたもの）

の中から、年・月・週・個人の指導計画を立て、子どもたちに「○○遊びをしよう！」

と呼びかけながら展開していく遊びです。全ての遊びをクラス全員（一斉形態）でする

のではありません。遊びの性質によって、「個人」「グループ」「クラス全体」のいず

れかの望ましい活動形態を選んで活動します。 

☆給食・おやつ☆ 

  園児（3 号認定）は給食と午前・午後のおやつの完全給食です。内閣府・厚生労働省

の基準では 3 歳以上児（2 号認定）は午前のおやつはなく、白いご飯は家庭よりの持参

となっています。しかし、本園では 3 歳児以上も「旬を食べる」や「噛む」などテーマ

を持ったおやつとして朝のおやつを食べることがあります。さらに３歳以上児の白ご飯

は、夏期の衛生上の問題や保護者の負担を考慮して園で炊きますので、主食費の負担を

お願いします。また、“食育”を重視し、乳幼児の心身の成長発育と健康の保持増進を

はかるとともに、望ましい食生活習慣の基礎をつくり、栄養や衛生について関心を持た

せ楽しく食事ができるように食育指導をします。離乳食は個々の嚥下等の発達段階を見

ながら個別に調理します。アレルギーの子どもさんにも相談の上対応いたします。また

午後のおやつは毎日（月～金曜日）できたてのおいしい「心のこもった手作りおやつ」

にします。＊1 号認定の子どもさんは、給食を食べます（給食費必要） 

☆お昼寝☆ 

  子どもの生理的リズムによって睡眠時間は異なります。布団 

に入る前に絵本や童話を読んでもらったり、音楽やお話を聞き 

ながら布団に入り休憩します。園では、教育・保育時間が長いた 

め静や動の活動をバランスよく取り入れるようにしています。  

（1 号認定子ども）の教育標準時間は、8：30～13：30 
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（２）年間行事 

  園では、毎年以下のような行事を行っています。 

月 行   事 月 行   事 

４月 ※入園進級式 

※個人懇談   

夏野菜の植え付け 

10 月 ※運動会 芋ほり 遠足  

交通安全指導 

ほかほかおやつやさんごっこ 

５月 こどもの日の集い   

こどもどうぶつえん(移動動物園) 

新幹線見学(５歳児) 

公開保育＆セミナー（研修会） 

11 月 消防車見学  ※ふれあいデー 

健康診断(内科)   

公開保育＆セミナー（研修会） 

６月 交通安全指導  ※参観日 

健康診断(内科・歯科)  

12 月 クリスマス会 

※なかよしカーニバル(生活発表会) 

７月 プール開き 七夕会 すいか割り 

 

１月 にこにこおめでとう会 

七草粥    ※参観日 

８月 自由登園   

かき氷パラダイス 

２月 豆まき 影絵観劇（５歳児） 

※プール参観(４・５歳児) 

９月 ※おじいちゃんおばあちゃん 

ふれあいデー(祖父母参観日) 

※プール参観(４・５歳児) 

３月 おひなまつり会  お別れ遠足 

お別れ会  ※卒業式 

＊1 号認定の子どもさんは、長期休業（学年始・夏季・冬季・学年末）があります。 

＊身体計測、避難訓練、誕生会は毎月実施します。 

＊４・５歳児は英語レッスンの参観が２回あります（英語レッスンは全クラスあります）。 

※印の行事は保護者の方にご参加いただく行事です。年度当初(４月)に予定をお渡ししま

すので、毎回必ずお仕事の都合をつけて、その行事の最後までご参加ください。 

 

（３）教育・保育活動について 

こじかこども園では、以下のような活動を行っています 

 ・絵本…………「こじかこども文庫」を各クラスに設置し、子どもたちがいつでも絵本

を手に取って見ることができるように絵本コーナを充実させていま

す。さらに毎週絵本の貸し出しをしたり、子どもに良い絵本を毎月１

冊選んで購入していただきますので、子どもさんを膝に抱いて読み聞

かせてあげてください。 

・クッキング……年齢に応じて先生と一緒に、また友だちやグループで、年間を通して

季節に合わせたおやつ作りなどをしています。 

・音楽活動……子どもの興味や自由な表現活動を重視し、リズム遊びから簡単な打楽器、

そして鍵盤楽器へと進みます。一人ひとりの子どもの意思や意欲を尊重

して取り組みます。 

・水泳教室…………５歳児・４歳児クラスは毎週水泳教室に参加します。入水した回数

分の費用を個別に代理徴収して水泳教室にお支払します。 
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・読み書きの活動…海外で学術的に研究されているホールランゲージ理論（Whole 

Language, Balanced Literacy）に基づき、一人ひとりの発達を

捉え、読み書きの発達の 3 つの側面（意味・文法・読み方書き方）

を統合したやり方（ビッグブック、ミニブック、デイリーニュース、

リサーチ、ディクテーションなど）で読み書きの活動をします。子

ども同士で相互作用しながら楽しく学び合い、就学までに身につけ

なければならない読み書きの知識と読解力を育てます。 

・数の遊び…………個々の子どもの数概念の発達段階を捉え、就学後に必要な論理的思

考力や身につけなければならない数の知識が得られるように、子ど

もの認知発達理論に基づいた独自のカリキュラム（日常生活場面で

考える数的思考、カードゲーム、ボードゲームなど）を遊びや生活

の中に取り入れ、楽しんで取り組んでいきます。小学校以降の教科

的な学習の基礎となる考える力（関係づける力）を育てます。 

・英語………………ニュージーランドやアメリカで主流のホールランゲージ理論

（Whole Language, Balanced Literacy）に基づく独自のカリキ

ュラムで全クラスが英語を学びます。ビッグブックを友だちと一緒

に読みフォローアップの活動に取り組んだり、歌やダンス、クッキン

グ活動や集団ゲームなどの遊びを通して自然に英語の意味を理解し、

楽しく学ぶことができます。上記の理論を深く理解している英語講師

（アメリカの公立小学校・幼稚園教諭や ESL などの語学指導の資格

取得者）をアメリカの大学教授から推薦してもらい、法人（3 園）で

選考・採用しています。英語のレッスン時以外は 0 歳児～5 歳児ク

ラスのアシスタントティチャーとして、朝から夕方まで子どもたちの

生活や遊びの援助をしていますので、長時間英語にふれることができ

ます。また、アメリカの大学からの教育実習生も受け入れます。 

・集団遊び…………友だちと一緒にする集団遊び（缶けり、かくれんぼ、丸鬼、キティ

ちゃんなど）や伝承遊び（長縄・短縄、ボールつき、竹とび、竹馬

など）をする中で、自己中心的に遊ぶのではなく、ルールや遊び方

に基づいて子どもたちは遊びます。そのような遊びを通して、身体

的な運動能力も発達し、人間関係を築く能力や道徳性、知的な側面

（鬼と子の役割関係の理解など）も育ちます。 

・キッズヨガ＆運動あそび…５歳児・４歳児クラスは、毎週インストラクターの指導の

もとヨガと運動あそびの時間があります。乳幼児期に基本となる動

きを身につけ、体幹を育て、運動機能の調整能力を高めていきます。

乳幼児期の粗大運動から始まる運動機能の発達は、その他の側面の

発達や日常での生活等に重要な側面です。 

 

※その他、造形活動、絵本の読み聞かせ、手遊び、ふれあい遊び、リズム遊び、歌、飼

育、栽培、観察、食育活動、園外散歩など子どもの発達・季節・興味に基づいた各ク

ラスの年間の教育・保育計画に基づいて行います。 
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4．入園するにあたって 

お子さまが喜んで通園し、楽しい園生活を送るために留意していただきたいことがあ

ります。少しずつ、できることから始めてみてください。 

（１）早寝早起きで、規則正しい生活習慣のリズムを作りましょう 

  園では、各年齢のデイリープログラムにより食事やお昼寝など規則正しい生活を送り

ます。お家でも毎日決まった時間に就寝起床し、規則正しい生活を送りましょう。 

 遅くとも午後８時～９時頃には就寝し、早起きできるよう保護者の方は「子ども中心の

生活リズム」に合わせるよう工夫してください。毎晩、寝る前に１冊の「絵本」の読み

聞かせもお願いします。（毎週「こじかこども文庫」で貸し出す絵本や、毎月購入する

絵本もご利用ください。） 

（２）食事の時間は決めて３０分ぐらいで食べるようにしましょう 

  テレビを見ながらの食事、遊びながらの食事はやめましょう。食べ終わるまではきち

んと席について食べるというマナーを身につけましょう（マナーは教えないと身につき

ません）。食事の時間は家族の語らいの場にしたいですね。また、少しぐらいこぼしても

自分で食べるという意欲を大切にしてください。園では食事、おやつ、お昼寝などの時

間がきちんと決まっていますし、園での生活時間帯は、すべて乳幼児の持つ“身体のリ

ズム”によって決められています。大人の都合で子どものペースを乱さないようにしま

しょう。朝食もきちんと摂るようにしましょう。食習慣の形成の重要な時期です。 

（３）泣かずに言葉で意思表示をしましょう 

  自分の思うようにならない時や何か困った時など、泣いて訴えるのではなく、平素か

ら言葉で自分の意思を表現でき、人に伝えられるようにしましょう。そのためには、手

や口を出す前に、お母さんが子どもの言葉に耳を傾けられるよい聞き手になってくださ

い。 

（４）脱いだり着たりは一人でしましょう 

  上手でなくてよいのです。毎日の生活の中で、一人で服を着ること、自分の身の回り

の始末をする時間をできるだけ多くとってあげてください。ついつい忙しいから、時間

がかかるからと待ちきれなくなって着せてしまうこともあるでしょうが、無理のない程

度に根気強く教えてあげましょう。子どもたちは十分その力を持っています。 

（５）不安がいっぱいなのは子どもたちの方です 

  今までの家庭での環境と違い、園の新しい環境の中で、子どもたちは不安や緊張でい

っぱいです。泣く、登園をいやがる、無口になる、甘える、落ち着きがなくなる、など

表現の仕方は様々ですが、それが子どもなりの一生懸命な姿なのです。どうか焦ったり、

心配したりなさらず、お家の方はゆったりとした気持ちでいてあげてください。お子さ

んの状況を見ながら、徐々に教育・保育時間を延ばしていきます。お家に帰りましたら、

温かく迎えてあげてください。              

 ※入園後は「慣らし保育」を行います。子どもさんの状態に合わせて、慣らし保育の時

間や期間は異なります。子どもさんの様子を見ながら、できるだけ短い期間で終える

ようにしますが、お家の方が不安になったり、焦らないようにしてください。 

 ※「慣らし保育」を終え、一日保育になってから、「土曜希望保育」および「延長保育」

「一時預かり A/B/C（1 号認定）」が利用できます。 
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（６）慢性の病気は治しておきましょう 

  虫歯、皮膚炎、耳や鼻など病気がありましたら、治療を済ませて通園しましょう。 

（７）予防接種は特別な事情がない限り積極的に受けましょう 

  こども園は集団生活になります。園でも病気の感染予防には努めていますが、特に小

さい子は病気の抵抗力が弱いので、入園前に可能な予防接種は受けるようにしましょう。

なお、予防接種についての詳しいことは、岡山市から配布されている予防接種手帳［親

子（母子）健康手帳］や岡山市広報などをご覧ください。 

（８）いざというとき援助してくれる方をお願いしましょう 

  こども園は集団保育の場ですので、健康でなければお預かりできません。急に熱が出

た時、嘔吐や下痢の時、お迎えが遅くなりそうな時に援助して頂ける方をお願いしてお

きましょう。また、感染性の病気になると医師の「意見書」や「登園届」が出るまで登

園ができなくなります。仕事をする上でも、困った時に助けていただける方（親類・近

所の方・友人・ファミリーサポートセンターなど）を数名お願いしておきましょう。 

 

 

5．服装等について 

＊登園時は、制服・名札・カラー帽子を着用してください。（２歳児以上） 

 夏期…半袖ウエア上下・カラー帽子を着用 

 冬期…スモック・長袖白ポロシャツ・ウエア半ズボンを着用 

 （半ズボンの下はパンツが見えないように、短めのパンツを穿いてください） 

＊できるだけ薄着（健康であれば、子どもは大人より 1 枚少なく）にしましょう。 

＊名札は必ず毎日つけてください。 

＊着替え袋の中の衣類は私服でかまいません。 

（給食後、新しい服に着替えてお昼寝します。パジャマは使用しません。） 

＊衣類は一人で着脱できる物にしてください。 

 (気温の変化や活動の種類に応じて、簡単に調節できる物) 

＊ひも付きの靴・つっかけ・サンダル・ブーツは遊びにくいので履かせないでください。 

＊フード付きパーカー、スカート、スカートがついたズボンは遊具にひっかかったりして

危険ですので着用してこないでください。 

＊ズボンの裾に紐がついたもの、ズボンの裾が長いものは危険ですので、事故防止のため

に履いてこないでください。 

＊トレーニングパンツは、布を使用します。入園説明会（2 月）に詳しく説明をします（新

入園児さんは、入園後徐々に布に移行します）。         

＊集団保育の場です。子どもさんの頭髪は自然な色、普通の髪型でお願いします。 

また、長い髪は飾りのないゴムで束ねてください。染色や極端な刈り上げ等の場合は、 

直していただくようになります。女児の三つ編みは、午睡後や乱れた時に自分で扱えま

せんので、しないでください。 

＊ヘアピンは危険ですので、ゴム等でくくるようにしてください。 
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6．その他の事業 

 

こじかこども園では以下の子育て支援活動を行っています。 

＊子育て相談   ＊園庭開放  ＊育児講座     ＊育児講座   ＊出張保育  

＊貸し出し絵本・保護者文庫 

 

＊各種育児情報の提供をいたしますので、気軽にご相談ください。 

 

こじかこども園 子育て支援専用電話 

 （086）226-2072  

                               

 

＊一時預かり（１号認定）は、1 号認定で在園している  

子どもが利用対象となります。  

 

 

 

＊当園では、園児・保護者・職員の心理的支援のた   

め、教育・保育相談員（カウンセラー）による「教  

育・保育相談室」を開設しています。子育ての悩   

みごとなど、どうぞお気軽にご相談ください。  

 

 

 

 

 

＜社会福祉法人宮川福祉会の姉妹園＞ 

 *３園とも平成 30 年度より認定こども園に移行しました 

とみやまこども園（昭和 44 年開園 定員８5 名 6 ヶ月～就学前） 

     〒703-8262  岡山市中区福泊 138-2   

TEL (086)277-7662  FAX (086)277-7669 

 地域子育て支援センター専用 TEL (086)277-8150 

ふたばこども園（平成 13 年開園 定員８5 名 6 ヶ月～就学前） 

     〒700-0952  岡山市北区平田 122-102   

TEL (086)805-1313  FAX (086)805-1551 

 地域子育て支援センター専用 TEL(086)243-3663 

子育て支援事業 

一時預かり事業 

（１号認定） 

 

教育・保育相談事業 


